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序章本研究の目的と構成

第１節問題意職と課題

本強文の目的は，実践性の観点から，農業経営分析の

改善を試みることである．

農業経営分析は，農業経営の改善に直接役立てること

のほか，普及事業などの指導機関の課題決定や，試験研

究機関で開発した技術の評価などの利用場面がある．し

かし，過去，様々な農業経営分析手法が開発されてきた

にもかかわらず，それらの手法を用いて経営改善に取り

組んだり，指導課題を決定したという事例はそれほど多

いとはいえない．また，技術開発の場面では，経営的評

価を経て実用化された技術であっても全く普及しないも

のもある．それは，農業経営分析が現場の要求に応えら

れていないためであると考えられる．現場の要求とは，

その経営にとって何が基本的な問題かを摘出する「問題

発見」の機能と，その問題を解決するための「具体的改

善策提示」の機能である．

そこで，その点に関して従来行われてきた農業経営分

析を見ると，①他の経営または標単との比較から，問題

点を発見するが，具体的な改善策提示には至らない，②

経済学の視点から，技術進歩の程度および方向，技術水

単の高低などの構造を明らかにし，問題発見をするが，

改善策は抽象的である，③改善策は具体的に提示できる

ものの．専ら経営計画の作成に特化するため，改善効果

が保証されないなど，「問題発見｣，「具体的改善策提示」

のいずれかに問題があった．そのため，手法そのものは

数多く開発されてきたにもかかわらず，農業現場や普及

事業，試験研究に１．分に生かされているとはいいがたい

状態にある．農業経営分析は，問題発見と檎造的把握，

具体的改善策の構築とその効果予測ができなければ実践

的には大きな意味は持たない．本研究では，以上の反省

にたち，これらの条件を満たす農業経営分析を構築する

ことを目指すものである．そのために，まず，次節にお

いて，経営の日標・目的と経営改善の意味について考察

し，その後，従来行われてきた農業経営分析に関する研

究をレビューすることで，既往の研究の問題点と課題を

明らかにする．

第２節擬念定稜と分析の視点

1．経営の目橿・目的・手段
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通常，経営者は，経営に関する意思決定に際して，経

営の目標，目的を明確にすることが必要である．しかし，

わが国の農業経営学では，利潤目標鵠ないしは収益性目

標強のようなものを別とすれば，目標，目的について強

じられたことは多くない．これについて，はじめて本格

的に輪じたのは沢村（1971）であろう．沢村は，経営

者の経営活動は，倫理的価値，健康，幸福，富，成功な

ど，人間活動一般の動機となる『価値あるもの」と，職

業観，責任感など経営活動に直接の動機を与える「経営

理念」との両者によって，一貫して指導され規制される

ものであり，両者の影響のもとに目的が設定され「計画

→実行→評価」の農場経営サイクルにより経営活動が行

われていくものとした．そして，目的の機能として「活

動の動機付け｣，「計画作成の方向付け」および「計画の

統合L「活動の鯛整」を挙げた．すなわち．経営内にお

ける個人の活動の動機付けとなり，計画作成の方向付け

を行い，複数の計画の垂直的あるいは水平的な統合を行

い，実行段階の活動の調整をする機能を持つ．このうち

「計画作成の方向付け」についてやや詳しく述べると，

以下のようなことである．価値や経営理念はそのままで

は叶画作成にはつながらず，経営目的に具体化されたと

きに計画作成の指針となる．目的が設定されれば，目的

途成の手段が段階的に考案され，このような手段の段階

的体系が「計画」である．そして，目的達成のための手

段は，それを遂行するためにひとつまたは複数の手段が

必要であり，これらの手段から見ると，その前の手段は

目的となる．これらは連続したひとつの系列になり，目

的の段階的体系を形成する．

沢村は農業経営の最終的な「目標」ないしは「目的」

と，その達成の手段となる「目的」を特に区別せず「目

的」と表現したが，武藤（1980）は最終的な到達点を

「目標（goal)」と表現し，「経営主並びに彼の家族が健

康でかつ文化的な高い生活を営むための，経済的な基盤

を経営活動によって獲得すること」で，「必ずしも達成

されるとは限らないが最も望ましいと考えられる状態」

であるとし，目的（objective）は「より具体的な経営の

努力接近のための，達成可能かつ規範的な状態」である

として区別した．増田（1983）も同様の見解を持つ．

また，Heady(1962)は最終的な到達点を，「個人または

梨団の究極目的（Ｕ点)」と表現し，SimoI1(1965)は「最

終的な目的」と表現した．

このように，呼称は異なるものの，これら「目標」な
























